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「丹後@ 但馬@ 閤幡海岸地方の自然科学的考饗』中
筆者 i二関{ 系ある部分の解説並 iニ増言T

目のミゾオホメコはミヅオホパコ、 127 頁 12 行目の
ヤマテルコユ Fはミヤマテルコュロ、 128 頁 14 行目
の Physais は Physaliastrum、128 頁下から 10.行
目のヒロハノすホタマ Y グ日スゲはヒ官ハノオホタマ
γリスグ、同 3行自の Vii はU ii と訂正して読んで
頂き度い。
(2) その後の研究に佼り、第 120頁下から 5行自の
キスゲはハマキスグに、 122貰 15行目及125頁 6行自の
ミヤマグマヤナギはホナガグマヤナギに、 122頁 21行
目及 123頁 1行自のy ロヤマシグはすニヒカグサラピ
に、 124頁 15行自のシモ 0/7rはヒロハy ニ!:o/7r及ミヤ
マv-.:r，0/7rに、叉17;行自のo / v - マナナカマドはナナカ
マドに訂E する必要が生じた。
(3) 丹後・但馬の「治海地帯の山野横物J (p. 121 

の所で、北方に本居を有し、海辺叉は治海地によって
南進分布して来たものとしてオホカサスゲ・トリ 7 v-
y ョウマ・セリモドキを追加し、叉南方に; ; J > : 暦を有
し、同様に北進分布して来たものとしてグロ- : t ' o / ・ヤ
マモモ・モチノキ. v- 1'1〆モ・セ y j t " y . モググ ν
グ・イヌピハを追加する。
似) 丹後・但馬の「治海地帯の海浜植物J (P. 121) 
としてハマタカノ? メ・タイトゴメ・ハマキスゲ・セ

オニ y パを追加する。叉顕著な南進要素としてシロ呈
モギ・ホソメノハマアカザを、同じく北進要素として
タイトゴメ・ハマウド・ピロウドテ Y O / キ・キシウス
グ・ハマゴウを力日える。倫ハマキスグ・ア Y バイボタ
は現在丹後・但馬以外には知られていない。
(5) 第 121頁の23行自に「凶沿海地帯に於ける山地

摘物の低下」なる一項を新に設ける。即ち、丹後・但
馬の沿海地には山地挫のヤマプキショウマ・シュロサ
ウ・サシイνカy アプヒ・カ y ハ・ホ0 / 0 / ジ・アグキ
ナシ・ナナカマド等が海岸まで降下して生じているの
が見られ、珍しく観ずる。これは海岸が沈降した為に
元の山地に生じていたものが自然に低地に生ずる形に
なったものならんか。とれ等植物は総べて三丹地方内
陸の山地にも生じている。所がミヤマアプラススキ・
トリプシショウマ・セロ. モドキ・ハナゼキシヤウ等の
山地植物は三丹地方の内陸には産しないのに丹後・但
馬では海岸附近の丘陵地に生じている。とれは北方摘
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西日本海圏立公園促進委員会に於て『丹後・但馬・
(1950)を編纂の湖、

当時京都府庁に勤務されていた小林茂氏が来宅され、
楠物資料の提供を求められた。乃で筆者は丹後地域の
積物に関し、続穫の趣旨を考へ、新に記述して提供し
た。叉別に同書の集録者山本茂信氏が『野外博物』を
既望して来られたので残到にあるものを贈呈した。同書
中第 112-128 頁は上記資料に依って集録されたもの
である。出坂された同書を見る時、資淵提供者として
遺憾の点が頗る多い。次に筆者に関係ある部分を解説
し、併せて多少増訂して置き度い。
〈ー-) r三丹地方現世植物区系J (P. 112) は集録者

が『野外博物』から転載されたもので、その内容は同
警の趣旨に合砿ぬ所が多い。その上突にひどい誤憶で
全く手の着けようがない。著者自身にさへ意味の取り
難い所が出来ている。読者がこんなものを筆者の著作
として見られることを思う時、誠に残念である。
〈二) r丹後但馬地方の諸物J (P. 120) なる小題目
はノj、林氏の求めに応じて筆者の提供した資料を一括
し、集録者に於て設けられたものである。所が筆者は
候補地中丹後地域に限定して資粧を提供したので小題
目は「丹後地方の植物」として慾しかった。同様に
「丹後但馬沿海地の植物景観J (p. 120) なる見出しの
「但馬」の文字も筆者は用いなかったと思う。所でその
文中「沿海地帯の海浜j寵物」を読んで見ると丹後但馬
両地の植物を区別せずに記述しているととを発見す
る。とれは筆者の誤りである。叉当時は「観光」を主
とした為に学術的には不十分の点が多い。とんな理で

. あるから、京項以判乙就き、但馬地方に関する事項を
追補して小題目中の「但馬」の文字を積極的に生かす
と共に丹後地方に関しても多少増訂して置き度い。
( リ全体として誤植檎多く、言語・文字の武惑があ
る。併し、意味の通じるものは訂正しない。筆者は歴
史的仮名遣を採用し、科名等も所信に拠って使用した
が、不徹底に改変され、一貫しないものが自に着き、
誠に見苦しくなっている。例へばセリ科・グチピルメ
ナ科等の科名は筆者は用いなかった。叉第 121頁最下
行のヒシはy ヒ、 124 頁 23 行自のユロノキはユグノ
キ、同 33 行自のウルシはウルミY(元裁培〉、同じく日
ウキウハゼノキは P ウキウハゼ、 126頁下から 10 行
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物が治海地に拠り南進L て来たもので上記低下植物と
は} 応別途のものとして取扱い度い。
(6) 大江山麓の「内宮原始常緑樹林」ぐp.121)の注意

すべき植物にはカゴノキ・ムグログ・ホホノキ・プヂ
キ・ュグノキ・ュグロハ・コセウノキ o $ ' $ '  Y ラν・
ハグカホホヅキ e ハヒホラゴケ・すホタウゲ、y メ等を
追加して考え度い。
との内宮自然林は$ ' 1 : : : ・カシの類を主木とする暖帯

林であるから上記の如く暖地位植物の数々を遺存して
いるが、同時にイタヤカへデ・イヌプナ・ハリギ p ・
7 ルミヤマシキミ・ミヤマイラグサ・コタニザタ P等
の温帯性植物をも有するととは注意を要する。
(7) 大江山上の「稲荷原始落葉樹林J (p. 122) の注

意すべき援物にテ0 / カヘデ・オホアカネ・ボタy ネコ
ノメサウ・チy マネコノメ・ホツメタウグシメ等を加
え度い。又千丈- 7 " 獄を尾根の方え少しく降った所、即
ち稲荷林の周縁部と見るべき既にはヒメモチ・0 / ルミー
ヤマ y キミ・ミヤマシグレ・オグモミヂハグマ・シノ
ブカグマ等があって注意を引く。街グロタキカグラが
とのプナ林まで登っていることは珍しい。
(8) r大江山の縞物目録J (p. 122) は和名だけのも
のであるが、多年探究の成果であり、見かけよりは飽
くまとまっていると自負している。主なるものは凡て
標品を作り、極く有りふれたものは野l擦が加えてあ
る。併し、確認しないものは一切載せていないから、
却って平凡な種類に落ちているものがあるかも知れな
い。猶所蔵標品を調査すれば多少増訂すべきものも出

!1ハ〈内
宮〉・スミレ・マルパアヲグモ・サイコグイボタ・コ
ノミノイボタ〈尾根〉 ・ヨノミノエゾイボタ・カハミドリ
o $ ' $ ' Yラ'./ ( 内宮・竹内敬氏に依る〉・グルマムグ
ラ・ミヤマカ Y スグを増補して置〈。
(9) 丹後但馬地域に於ける「分布上顕著な植物J(p.
127)として次のものを増補する。一般に日窓海岸に沿
って低馬・丹後まで北進して来た暖地性植物は更に若
狭・越前まで進むものが多く、中には当地方を跳越え
て若狭・越前に進むものさえある。
タイトゴメ (Sedum oryzifolium Makino) 京州関

東以南・四国・九州、lの海浜に生じ、日本海岸では羽前
まで北進しているが、但馬・丹後にも見られる。
リウキウハゼ (Rhus succedanea L.) 本州関東以

南・四国・九州・琉球・台湾・支那・マレ戸 y ア・印
度に分布する。丹後: 加佐郡、大江山附近には栽植さ
れた形跡があるが、但馬・丹後の治海地には小木なが
ら自生がある。とれは南方から北進分布して来たもの
で逸出ではないと思われ、北は越前に及んでいる。発
育は十分でないが、これは分布の北限に近いからであ
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ろう。
ハマピシ (Tribulus terrestris L.) 本州関東及若

狭以南・四国・ ":MNの海浜に生じ、世界の熱帯地方に
広く分布している。筆者は1932年10月16日若狭: 大飯
郡高浜村下付近の海浜砂地に発見して珍しく思ったが、
その後但馬: 城崎君陪住町の海浜でも採集した。
センタシ (Melia Azedarach L. var. japonica 
Makino) 京種は四国・九千Nl ' C . 自生し、旦つ司法に広
〈栽植されていると言われるが、亦丹後・但馬の沿海
地にも精普通に自生し、 IJ、木ながら能く開花してい
る。そして北は越前に及んでいる。
ヒメユヅリハ( Daphniphyllum Teijsmanni Zol1.) 
2側、I中南部・四国・九千H・琉球・台湾に分布する。但
罵・丹後の沿海地にも広く自生し、北は越前に及んで
いる。
ムクロタ (Sapindus Mukorossi Gaertn.) 窓外l中

南部・四国・九州・琉球・合湾・支那に分布する。三
丹には残存せる大木を所々に見かけるが、丹後: 加佐
郡河守上村の内宮主主に外宮の森に存するものは著し
し、。
モクゲシジ {.Koelreuteria p沼山uJa晶a L砥 m.) 窓
チl旧窓海岸の越前・若狭・低聖書・周防の沿海地に産
し、朝鮮・支那に分布する。叉通常寺院に栽摘されて
いる。但馬: 城崎郡香住町の海岸に産することは皐く
山鳥吉五郎氏に依って注意され〈兵庫県博物学会々誌
第 5号第5貰〉筆者も同地を訪ねて実見したが、ス立
の墜に生じ、小木ながら龍< : 開花結実していた。との
日本海岸に産するものは、その産状と分布から孝えて
逸出ではなく天生ならんと恩われる。恐らく植物地理
学上満鮮要素のーであろう。
モクコク (Ternstroemia gymnanthera E'prague) 

本州中部以南・四国・九千Hの近海地方に生じ、琉球・
台湾・朝鮮南部・支那・印度に分布する。日京海岸で
は丹後に及び与謝郡伊根村の青島には大木がある。
ホウライカヅラ (Gardneria nutans Sieb. et Zucc.) 

本州関東以南・四国・九州・琉球に分布する。日本海・
岸では丹後の沿海地に稀産し、北は若狭に及んでい
る。
ゲシパイヒルガホ( Ipomoea Pescaprae Sweet)四

国・九千ト! の南部・琉球・台湾の海浜に生じ、本法Hの海
浜には往々種子が漂着して発芽し、幼植物を生ずるけ
れども十分には成長しない。A s : 種は広〈熱帯・亜熱帯
並に暖帯地方の海岸に分布し? 亡いる。本チトlの漂着地は
太平洋岸では相模まで、日本海岸では羽後まで知られ
ているく植物分類地理第4巻第193頁; 植物研究雑誌
第 26巻第2回頁; 同第27巻第 336頁〉。越後寺泊の海
浜に生育することは既に中村正婚民に依って1907年 8
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月に発見せられ〈牧野植物学金集第 6巻第99頁〉、 又| られる。
キシギシボク. (Lunicera .  Morrowii A. Gray)北海

野村の海浜に生育することは、最初回口美智太郎氏に| 道・京外l・四国に分布する。三庁地方では丹後・但馬
依って発見され、筆者が1935年 8 月28日同地を訪れて
実鬼した時にも、数株発生していたが茎も短く花は咲
いていなかった。
シシシラシ (Lysionotus pauciflorus Maxim.) 木

州伊豆以南に点在し、四国・九州・琉球〈奄美大島〉

の沿海地に生じ、日本海岸に沿って南進分布するー要
素を成している。
〈以上各積物の分布は大井次吉郎氏著『日京情物誌』

に負う) 所が多い。〉

に分布する。舟後: 加佐郡河守上村の内宮自然林に産| のものを追加する。
制 「木区域内で発見された新情物'J (p‘ 128) に次

することは最初竹内敬氏に依って発見されたもので分| アッパイボタ (Ligustrl;lm  obtusifolium Sieb. et 
布上珍し〈、叉同地の宿生を伺う資籾となる。? じ I  Zucc. var. leiocalyx' Hara furm. 一crassifoJiu m
ビハ (Eriobotrya japonica LindJ.) 京州中南部・ I Araki， ined.) 丹後: 加佐郡西大浦村が原品地。セ y

四国・九州、lに産し、各地に栽植せられ、支那に分布す♂ I . " ; 1 イボタの葉が頗る厚く、磁革質となった一品で、丹
る。丹後の沿海地に稀産し、北は若狭に及んでいる。 I: 後・但馬の沿海地に産する。 ・ ト

ヒトモトススキ (Cladium chinense Nees) 木川休日
模及能登以南・四国・九州、iに産し、琉球・台湾・朝鮮
南部・支那・印度; - = 1ν戸 y ア・濠チI肱分布する。そ
して丹後の海岸地方に生ずる。
ースヰセシ (Narcissus Taz邑tta L. var. chin己nsis
Roem.) 支那に宍生する。日京ではZ伝子H関東以南の援

コパノヱゾイボタ (Ligusti Um Tschunoskii Decne. 
var.parvifoliumλraki， ined.) 丹後: 加佐郡、大江
山が原持地。エゾイボギに比し、葉国が主主かに小さい
から容易に区別出来る O λ j  

ハマキスゲ (Hemerocall:s maritima Araki， ined.) 
丹後: 熊野郡湊村が原品地。丹後・但馬の海浜に特産

地海岸に生じ、或は天生品ではないだろうと云われて| す・る。海浜砂丘叉は林下に生じ、時に丘陵地に見ると
いる。叉普通に庭園に栽培されている。但馬・丹後の| ともある。アサマキスグに比しi葉隔が頗る広く、花
海岸予付近に生じ、晩秋11月頃より拍亭を始める。その! の開度が弱く、花筒が著しく長く、沿海地生であるか
産状は鱗茎のみで繁殖するスヰセジとしては逸出也と| ら区別容易である o μ h'.: 

5交い切れないものがある o サシイシカシアフヒ (Asarum saninense .Araki， 
ヱゾオホパコ (Plantago camtschatica Cham.) ォ Iin邑d.) 丹; 炎: 熊野郡久美浜町が原品地。北陸西部から

コ Y グ沿岸地方・樺太・千島・北海道主主に木川、1・九州| 山陰東部にかけて日本海筒りの山地に生じ、又丘陵に
の主として日窓海岸に生じ、叉朝鮮に産する o 但馬: (Asarum 
城崎郡竹野村の海浜に僅かに見られる o 令 ゐ I  rigescens F. Maekawa) と同定されていたものであ
ミヤマアプラススキ (Spodiopogon d邑pauperatus Iる。カンアプヒの裏日本型と考えられる。一こ

Hack . ) 木川I中北部の日本海筒りの山地に生ずる。沿 ¥'" .， ‘ (1954年11月24日脱稿〉
海地に拠り南進して来たものが丹後の海浜丘陵地に見|

¥F"¥ 
ι 

いのであろう '0 ( 奥谷踊ー〉

篠山地方のギフチョウ

、、，、 ムーを、. . ゐ

民、ヘ
吉 !J;-f苦欄

扇山のヱゾハルゼミ
先号 V OL. 2  NO. 4-5、p. 206 に扇山の昆虫と 今日まで、丹波地区では氷上郡にのみ生慶すること

i が知られていたが、今年( 1955) 5 月、本学の遺伝研題して、小生の一文が載っている。そのうちヱゾハノレ i
ゼミがいないらしいと記していたが、 1954-1955荷年| 究室の小野一氏刺金議より採集して来たミヤコアオ

宅 の 5 月末採集に行ったとき若干その鳴声を耳にした。 Iイに蒼いているギブテヨクの幼虫を号、出した。それで
1954年 7 月に行ったときはやはり聞くことができなか| 、多紀郡にもギプデヨヲがいることになり、やっと→
った。多分出現期が他所に比し短かく、個体数が少な| 人前( ? ) になった次第である。( 奥谷踊ー〉
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